
S
志
津
川
に
迫
ず
る
街
道
の
入
谷
に
は
抜
放
あ
る
堆
石
の
鹿

富
な
る
露
頭
が
登
兄
ru
れ
､
東
北
地
方
の
永
河
作
用
が

日
本
海
岸
万
両
に
限
ら
れ
ず
し
て
､
太
平
洋
岸
に
も
存
在
す
る
を
知
っ
た
の
は
愈
心
に
堰

へ
な

い
｡

(

未
完
)

北
上
山
脈
入
谷
附
鑑
の
P

r
o
b

a
b
12

g
l
a
c

i

al

d
e
P
O
S
it
s

に
就
て

(
間

髄

節

一

版

骨
)

八

木

次

男

緒

･一1,｢
ニ
ニ
ー

本
邦
の
氷
河
問
題
は
'
明
治
三
十
五
年
(
一
九
e
,fi
)以
楽
.
撃
邪
の
狂
恋
を
惹

き
凍
つ
ね
が
'
そ
の
多
-
は
高
峻

在
る
川
番
地
昔
の
遺
跡
に
関
す
る
79
の
で
あ
っ
た
｡
然
る
に
近
年
小
川
雄
治
先
壁
に
よ
っ
て
中
央
口
本
の
溢
披
七
〇

c
j米
以
下
に
至
る
丘
陵
地
帯
に
於
け
る
永

河
現
象
が
明
か
に
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
､
苗
に
北
日
本
に
於
で
も
､
氷
河
遺

跡
の
布
衣
の
暗
示
が
典

へ
ら
る
～
事
に
至
っ
た
｡

筆
者
は
今
夏
､
高
橋
教
授
に
従
ひ
.
同
先
蕪
の
御
指
導
は
よ
わ
荒
川
詐
治
撃
士
の
教
見
せ
ら
れ
た
る
津
軽
十
二
湖

附
近
の
氷
河
遺
跡
･,軒
!討
究
す
る
の
機
令

を

程
､
稗
教
さ
れ
る
朋
少
-
な
か
っ
た
｡
そ
の
後
､
小
川
先
塾
が
津
軽
十
二

北
上
山
脈
入
谷
附
妃
の
P
r

o
b
a
b
l
e
gl
a
c
ia
l
d
e
p
osits
に
就
て

現

五



地

紋

筋
二
十

t
各

節

-
班

大

潮紅踏査せらるJに脅し.親し-その御教示に典かわ､氷河現象に閥する筆者の知識に大に加ふる所があヵ'東北他地方に放ける低地氷河遺跡の存在に対し.或種の想定を縛るほ至った｡鼓は於.tJ

第固

入谷附妃の地形問

筆者は乙の想定に基づき､上記の両先生及び翻津先生の御指導のもとは､宮城･岩手雨聯下に亘る数ヶ所の地割を踏査した.何れも氷河堆石と推定せらる吋p,facettedandstriatedgTa･vetsの第四紀堆積暦を聴見する轟を視た｡その主在る地鮎は宮城糠秋保温泉附近'旗瀬川上流白樺附近､北上山脈の入谷｡津谷附近'岩手牒勝揮川の上流若柳附近及び花懇温泉附近寄であるが､その他宮城煤の粧谷崎･利府

附
近
等
は

於
で
も

'
特
殊
在
る
洪
積
層
中
は

､
氷
河
堆
積
物
と
瓜
属
す

可
さ
も
の
む

登
見
す
る

に至っ
た

○
以
上
の

諸
地
瓢
は

海
拭
7

0

-
1500
米
､
焼
き
面
積

は
亘

っ
て
湖
春
す
る
も
の
で
あ
ヵ
､
そ
の

基
盤
地

質は利
府
｡

津
谷
及





地

政

節
二
十

1
各

節

一
般

八

八

志
津
川
和
道
に
よ
っ
て
北
上
山
脈
の
分
水
嶺
な
る
火
脚
峠
の
急
坂
を
越
ゆ
れ
ば
'
上
記
の
入
谷
に
蓮
す
る
O
(
北

緯

3
8｡4
0
f
東
経

E

L｡30'
附
近
)

皆
地
域
は
前
述
の
如
-
､
北
上
山
脈
の
南
方
に
付
し
､
第

-i
聞
及
び
雛
二
間
に
そ
の
地
形
を

ホ
し
わ
る
如
-
､
束

に
惣
内
川
(37916m
)'
北
は
醐
行
堂
山

(4
59m
)､
北
西
に
五
官
瞳
(270m
)､
問
に
水
鼎
峠
(250m
)
及
び
商
酉
に
鋼

棒
峠

(･330m
)
を
如
し
､
北
東
方
よ
ら
南
西
方
は
精
々
延
び
た
る
掩
圃
弧
状
は
利
運
覆
せ
る
殆

ど
同
高
位
と
栴
し
得

可

き
山
列
は
よ
-
て
抱
か
れ
､
綾
か
ほ
東
商
､
志
津
川
帝
の
方
向
に
開
口
敬
有
す
る

一
盆
地
状
を
毒
し
て
居
る
｡
童

宇
山
山
塊
(320.5m
)
は
'
猫
-
乙
の
･盆
地
周
壁
の
山
列
よ
わ
分
断
し
て
､
西
方
よ
-
東
方
は
向
つ
て
盆
地
内
に
突
出

し
て
居
る
｡
乙
の
周
壁
山
列
の
高
庇
は
上
記
の
如
-

500m
を
超
ゆ
る
7g
の
在
-
､
盆
地
内
に
於
け
る
現
在
の
最
低

河
床
は
4
0m
以
下
は
蓮
す
る
を
以
て
､
盆
地
底
と
用
壁
と
の
比
較
高
庇
は

2
00
-
4
0
0m

に
過
ぎ
な

い
｡
童
子
山
の

南
及
び
東
斜
面
よ
-
は
ー塵
高

60-
)00
に
蓮
す
る
二
列
の
姦
丘
が
南
方
は
分
岐
し
､各
々
そ
の
南
端
に
於
で
高
度
と

幅
員
と
む
樹
加
し
'
楼
揮
及
び
鏡
石
の
聞
損
丘
む
な
し
で
居
る
｡
同
高
位
の
基
地
は
用
壁
の
山
列
斜
両
に
も
敬
達
し

で
居
る
｡
渓
流
は
之
等
の
董
丘
を
開
析
L
t
を
の

一
は
五
官
峠
附
近
ほ
源
を
磯
し
､
横
棒
よ
少
義
子
下
は
至
る
丘
陵

を
界
と
し
て
p
榊
行
堂
山
及
び
惣
内
川
の
水
流
を
基
め
て
北
南
は
流
れ
､
他
は
酉
方
は
偉
す
る
水
界
峠
及
び
羽
浬
峠

に
そ
の
端
を
磯
L
tJ
､
兼
流
す
る
｡
之
等
は
埋
醒
東
方
に
於
で
相
合
流
し
て
志
津
川
轡
に
注

い
で
居
る
｡
盆
地
周
壁

の
山
地
は
､
そ
の
山
頂
よ
-
上
記
の
毒
丘
に
蓮
す
る
傾
斜
が
此
按
的
急
峻
で
あ
っ
て
.
毒
丘
は
現
在
の
河
床
に
対
し

て

一
の
段
丘
を
形
成
し

て居
る
｡

乙
の
地
形
は
五
百
時
は
於
で
よ
-
観
察
せ
ら
れ
､
谷
斜
面
は
そ
の
中
央
部
よ
-
精

下
方
に

ユ
屑
｣
を
歌
め
符
可
-
､
谷
の

｢
肩
｣
即
ち
段
丘
よ
¢
上
部
の
横
断
面
は
略
々
U
字
形
警

ま
し
て
居
る
0
普



た
五
官
峠
附
近
ほ
は
困
谷
ら
し
さ
地
形
が
現
存
し
て
居
る
が
､
盆
地
の
周
壁
の
山
頂
附
近
に
は
'
同
様
な
る
地
形
が

少
く
な

い
｡
以
上
の
叢
丘
及
び
出
撃

脅
地
に
は
各
所
に
土
砂
温
み
の
磯
堆
積
が
聴
見
せ
ら
れ
､
乙
の
中
に
魔
痕
の
肝

瞭
在
る
磯
が
春
す
る
｡

乙
の
地
域
を
構
成
す
る
岩
石
は
中
生
代
に
嵐
す
る
粘
板
岩

･
碓
砂
岩
と
之
等
を
質
-
花
園
岩
及
び
轟
丘
上
を
被
覆

す
る
洪
積
静
'
及
び
河
岸
の
叩
稀
暦
で
あ
る
｡
盆
地
の
周
囲
を
国
縫
す
る
山
列
は
'
何
れ
も
中
生
代
の
粘
板
岩
に
し

て､
そ
の
粒
度
の
鼻
化
に
よ
る
綿
状
成
層
を
不
す
鋤
黒
色
の
も
の
が
多
-
'
柿
に
は
撤
密
謀
色
を
量
す
る
も
の
が
あ

る
｡
刺
理

(sch
istorty
)
の
礎
連
は
古
庄
代
鮎
坂
岩
よ
-
摘
不
良
で
'

一
般
に
大
塊
に
割
る
J
が
p
岩
樺
附
鑑
の

も
の
は
其
教
蓮
が
著
し
5'｡
顕
徴
鋸
下
に
於
で
は
石
英
長
石
等
の
散
剤
碑
層
物
を
主
J
J
L
､
淡
質
物
の
微
粒
を
含
む

粘
土
質
物
を
そ
の
基
質

(m
atri
x
)
と
し
､
他
に
鱗
片
状
の
練
泥
有
様
の
磯
物
及
び
硫
化
戯
徴
球
等
が
認
め
得
ら
れ

る
0花

掃
岩
は
盆
地
底
の
大
部
分
を
占
め
､
申
ノ
町
以
北
の
約
1
0
0
m

以
下
の
丘
陵
地
碑
に
露
出
し
､
そ
の
表
面
は

Li

敗
に
風
化
を
受
け
､
洪
積
期
の
磯
暦
に
被
は
れ
で
屠
る
｡
花
園
岩
は
粘
板
岩
暦
を
貰

い
で
逃
出
し
た
も
の
で
､
嗣
者

の
接
胸
部
に
於
で
は
'
後
者
は
著
し

き
慶
賀
作
用
を
受
け
て
蛋
晶
石
粘
板
岩
に
車
じ
､
天
ノ
柵

｡
梯
英
雄
附
近
ほ
は

ホ

ル
ン

フ

ェ
〝

ス
の
露
出
が
認
め
ら
れ
る
｡
乙
の
花
岡
碧
は
石
英
･正
長
石
･斜
長
石
･角
閃
石

･
盈
雲
母
を
主
成
分
と

す
る
韻
雲
仰
角
閃
花
園
岩
で
あ
る
｡

第
四
紀
静
は
前
述
の
丘
陵
地
昔
に
あ
る
灘
士
及
び
現
在
の
河
床
堆
積
物
で
あ
る
｡
磯
土
層
は
鋸
石
酉
方
よ
み
義
子

下
を
触
LtJ
t
五
官
峠
に
至
る
約

60-
100m
の
基
地
に
は
殆
ど
蓮
簡
約
に
聴
見
せ
ら
れ
､
大
小
の
磯
が
赤
褐
色
の
砂

北
上
川
脈
入
谷
附
近
の

P
robabte
glac
ial

de
p
o

sits
に
就
て

九

九



地

球

鮮
二
十

一
各

節

1
雛

10

1
0

士
に
よ
-
て
'
そ
の
間
隙
を
軟
錫
は
充
た
さ
れ
た
る
殆
ど
無
闇
班
の
も
の
で
､
花
崩
岩
其
他
を
直
接
は
被
覆
し
て
居

る
｡
叉
同
様
在
る
磯
士
は
天
ノ
伸

｡
楼
栗
樺
附
鑑
に
於
で
晴
々
同
高
位
に
於
で
'
之
を
寵
ひ
る
革
が
出
凍
る
0
之
等

の
棟
は
粘
坂
岩
･塞
晶
石
粘
双
岩
｡
ホ
ル
ン
フ

ェ
ル
ス
･花
閲
岩
･碩
砂
岩
等
を

主
と
し
､
他
に
脈
石
英
･閃
練
扮
岩
塊
等

が
あ
る
｡
そ
の
形
状
は

一
般
は
並
角
形
を
覆
し

'
稜
角
は
稗
丸
味
を
帯
び
'

或
は
破
壊
せ
ら
れ
そ
の
大
ru
は
不
同
で

大
股

3
0
灘
以
下
の
も
の
が
多

い
が
p
義
子
下
附
鑑
で
児
ら
る
ゝ
如

き
種

6
0
塘
以
上
に
達
す
る
79
の
7P
稀
で
な

い
｡

又
義
子
下
北
方
に
は
雑
2
m

に
も
及
ぶ
菰
角
形
の
岩
塊
が
期
准
し
て
居
る
｡
乙
の
磯
土
層
の
露
出
は
何
れ
も

2m
を

超
ゆ
る
も
の
が
な
-
､
直
に
壌
土
は
よ
っ
て
被
覆
せ
ら
れ
て
屠
る
.

S
t
T
ia
t
e
d
a
n

d
F
a
c
e
t

te
d
G
ra
v

ets
の
産
状

前
述
の
如
-

60-
)00m
丘
陵
地
雅
に
於
で
は
至
る
所
磯
士
暦
の
分
布
を
見
る
が
'
之
等
の
磯
は
を
の
露
頭
Fに
於

て
は
客
-
風
化
を
受
け

'
を
の
表
皮
の
剥
離
せ
る
も
の
が
多

い
｡
そ
の
内
最
も
明
瞭
在
る
擦
痕
を
有
す
る
磯
の
存
在

す
る
場
所
は
第

一
間

1
､
2

は
王
ボ
し
わ
る
如
-
.
鏡
石
相
方
よ
み
義
子
下
を
鮭
で
五
官
峠
は
至
る
道
路
改
修
の

新
切
割
(今
春
)
で
'
珊
明
瞭
を
政
-
も
の
は
天
ノ
紳
附
妃
に
79
番
す
る
｡
露
出
第

1
は
算

1
圃

1

ほ
示
す
如
-
､

水
口
碍
よ
皇
鬼
子
下
に
室
る
坂
道
の
新
切
割
は
し
て
振
放
約
7
0
m

の
丘
陵
地
で
あ
鳩
｡
擦
痕
あ
る
磯
土
層
は
花
開

岩
を
直
接
被
覆
し
て
屠
-
(第
三
間

).
30
糎
以
下
の
大
小
不
同
な
る
磯
が
雅
熱
と
し
て
無
層
群
状
態
を
量
し
.
そ
の

上
部
は
約

1.5m

に
し
て
壌
土
は
擾
は
れ
で
居
る
｡
激
は
粘
叔
岩
･重
晶
石
粘
板
岩
を
主
と
し
､
他
は
花
園
岩
･
ホ
ル

ン
フ

ェ
ル
ス
･閃
継
粉
岩
稀
は
脈
石
英
を
爽
有
し
､
之
等
の
磯
は
概
ね
薮
角
形
を
量
し
て
居
る
｡
基
盤
を
覆
す
花
樹
岩



第 1LL3

節一段卜に川､氾官･;の部分は花1㍍,'1
その卜軟は松村ある砕卜好

は
潔
し
-
分
脈
し
て
粗
倦
な
る
壌
+
t化
牢

小
す
も
糾
以
岩
の
ポ

理

を

認

ひ
る
-∫8
が
川
凍
る
｡
火
線
も
多
く
は
風
化
し
て
そ
の
TiS

次
皮
が
剥
脱
せ
ら
れ
'
撚
蛇
と
,認
め
難
い

が
､
そ
の
人
だ
凪
化

h
t受
け
ざ
る
も
の
J
内
に
は
問
版
節

一
版
妨

;
糊
に
鬼
ら
る
J

如

き
腔
式

的

な

氷

河

礎

か

一

命
見

す
る
水
が

川
凍
る
0

川
新
道

を
北
に
進

み
約

-kヨ

ほ
し
で
ー

び
坂
道
と
な
ら
て
切
倒
が
あ
る
が
'
こ

J

に
多
敬
の
撚
艇
あ
る

碓
>
･由

比
す
る
小
が
川
繁
る
｡
之
が
即
ち
第

1
榊

2

に
･小
す

節
二
の
併
吊
で
あ
る

｡
,;･.禦
.聞
及
第
円
囲
(
a
)
(b
)
に
･小
す
が

如

-'
粘
抜
約
8
0
m

の
戚
丘
で
､
そ
の
断
面
に
於
で
は
略

々
-

北

上

山
脈

人
命
附
虹
の

P
robab
te

gTaciatd
e
p
o
s
i
t
s

に

裁

て

;),' rTq fLLil (a)
.tSニ捷l･_掛 tL 槌の ド称 ま花T3.ill,I-､そq).Jl称は砂 I･.'1.に
凍牡あ る律が50群の席 をT=して成樹状に朽巳列す｡



地

政

妨

二
十

小
各

節

一
班

三

一
二

頂
丘
的
夜
長

呈
費
丘
で
あ
る
が
､
そ
の
西
側
及
び
東
側
は
浬
-
軸
物
線
状
は
挟
取
せ
ら
れ
､
襟
式
的
な
擦
痕
磯
の
堆

積
は
そ
の
内
は
春
す
る
(
第
四
固
b

)
｡

基
盤
を
な
す
花
尚
岩
の
上
部
は
第

一
露
出
に
布
す
如
き
砂
士
で
約
30
糎
の
厚

､ヽ: ･vJJvJJ一′■V■YJy一Y一一■ ■-.H vJ}Jir.,■- JyノJ/vJV一Y,/→1t/J}JVrJ.._Vv1■lVAVJbJVJV一JV■J}ノ一イJJ.I.I.J

甘
且

輝

土

の

砂

丘

の

特

性

さ
に
被
覆
せ
ら
れ
､
そ
の
上
部
約
50
頻
の
問
に
は
20
糎
よ
-
1
瀬
に
至
る
大

小
不
同
な
る
蔚
角
形
の
磯
が
椅
不
明
瞭
な
る
成
層
む
な
し
で
春
す
る
0
更
は

上
部

1m
の
間
は
主
と
し
て
捲
土
よ
ら
成
る
が
荷
少
量
の
機
を
爽
有
す
る
｡

rJ
の
砂
土
中
の
磯
は
殆
ど
新
鮮
で
'
そ
の
大
部
は
顕
著
在
る
擦
痕
を
有
し

て

居
る
(
間
版
第

-i
版
第
二
園
'
同
節
三
園
､
及
び
第
七
図
参
照
)｡
砂
士
は
後

述
す
る
如

き
特
色
を
有
L
t
酸
化
蛾
で
赤
褐
色
は
汚
馳
せ
ら
れ
て
居
る
｡
磯

の
形
状
及
び
種
類
は
殆
ど
窮

一
の
場
合
と
同
戚
で
あ
る
が
.
磯
の
大
き
は
概

し
て
小
で
'
且
糠
よ
-
砂
士
が
多

い
｡

乙
の
両
者
の
相
違
は
､
rJ
の
露
出
面

の
萎
側
に
第

一
と
殆
ど
同
大
在
る
磯
の
存
在
す
る
事
よ
-
考
ふ
る
ほ
堆
積
環

境
に
ょ
る
興
和
と
推
定
せ
ら
れ
る
.

特

性

Vr2E

堆
積
物
の
形
状
及
び
粒
度
組
成
等
は
各
環
境
は
よ
-
で
､
そ
れ
等
ほ
適
<
:
せ
る
諮
性
質
計
量

す

叩きは
筆
者
が
賓

儲
し
雄
々
し
事
で
あ
る
｡

前
述
の
磯
土
層
中
の
砂
士
の
誹
性
質
を
知
る
目
的
を
以
V
P筆
者
が
先
に
報
骨
し
た
と
同

一



な
る
方
法
で
､
第
二
露
損
の
砂
士
は
就
き

'
を
の
粗
度
粗
成
分
折
を
試
み
た
｡
そ
の
結
果
は
第

1i
衷
回
に
示
す
如
-

叉
之
を
衷
示
せ
る
も
の
は
第
五
岡
Ⅰ
の
通
-
セ

あ
る
｡

rJ
の
粒
鹿
組
成
の
結
果
を
見
る
に
'
各
粒
度
が
薯
し
き
敢
大

])/i,.

･
/･

汁

(つ PJ P
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最
小
値
堅

耶
ruず
'
略
々
一
様
に
'
面
も
焼

範
囲
に
渡
っ
て
分
布
し
て
居
少
'
そ
の
淘
汰
作
用
の
不
充
分
な
る
事
を

(I)/)

示
し
て
居
る
｡

rJ
の
結
果
を
筆
者
が
先
に
凝
鼓
せ
る
本
邦
沿
岸
堆
積
.
潟
'
湖
沼
堆
積
物
の
粒
度
組
成
と
比
較
す
る

ほ
'
之
等
の
粒
度
組
成
と
は
相
違
せ
る
結
果
を

不
し
､
山
崩
押
出
に
於
け
る
も
の
と
も
異
な
っ
て
屠
る
｡
最
近
K
ru苧

(,;)

bein,W
.
C
.
が
米
問
は
於
け
る
各
地
49
ヶ
所
の
氷
河
堆
積
の
砂
土
に
就
き
粒
度
組
成
の
賓
脇
結
果
を
報
告
し
て
居

る
が
'
そ
の
内
鮎
士
分
の
比
較
的
少
景
な
る
も
の
～
軍
均
櫨
は
第

一
衷
㈲
及
び
第
五
固
相
の
餐
線
に
王

ホ
し
た
る
も

"
∩-
)

の
に
鼎
皆
す
る
｡
又

T
w

enhofel,
W
･
H
,
の
標
式
的
氷
河
堆
積
物
は
姉

一
宏
㈲

及
び
第
五
固
H
瓢
線
に
示
す
通

む
で
あ
る
｡
之
等
の
粒
度
組
成
を
此
按
す
る
に
各
粗
度
の
艶
に
多
少
の
差
違
は
私
め
相
可
き
も
'
略
々
同

一
型
に
属

北
上
山
脈
入
谷
附
近
の

Proba
b
le

g
lac
i
al

d
e
p
o
s
i
t
s

に

北

て

〇

三

1
三



第 五 固
Ti11jte の teXture

筋

二
十

fI
沓

妨

i

雛

Size1I/2l/4I/8l/[6rla2V250CJdy

1
=

'L
凹

す
可

き
も
の
と
見
放
す
事
が
国
衆
よ
う
｡

砂
粒
の
形
状
は
華
カ
の
差
違
､
作
用
時

間
'
運
搬
の
距
離
等
の
機
械
的
要
因
'
化

塾
的
溶
解
作
用
等
ほ
よ
っ
て
異
在
る
79
の

で
あ
る
｡
以
上

の分析よ-得
た
る

lWU

5ii<

LI?

rr?

0

nU

l･■一

5

nUH-n

m
m
以
上
の
砂
粒
の
形
状
は
､
稜
角

が多

少
兄
妹
を
帯
び
た
も
の
も
あ
る
が
､

1
般

ほ
鋭

さ
稜
角
を
不
し
て
居
-
'
以
上
の
婁

園
の
影
響
の
著
し
か
ら
ざ
る
事
を

印
し
て
居
る
｡

砂
粒
の
補
数
は
灘
と
同
様
な
る
も
､
石
英
が
最
も
多
-
'担
質
粘
磐

石
片
長

石
･粘
枚
岩
片
･角
閃
石
･韻
雲
母
｡
ホ

ル
ン
フ

ェ
ル
ス
の
順
に
そ
の
畳
む
減
じ
て
居
る
｡

(FI) (4日3日2)(1)
和
泉
砂
･:打
の
軒
先

山村
石
碑
物
破
休

7,
5,
6
批

)
9

3
1

粘
練
禦

軒
桁
の
粒
度
組
成
に
就
て

山村
石
練
物
破
船

7
･
3
雛

1
9

3
1
0

前

川

｡

J
o
u
r.
G

eolI.XiIu
382-
408.
)933.

T
r
e
a
tise

on
sedim
en
tation
.
P
.234
(1932).

磯

の

特

性

前
述
の
節

∵

第
二
露
出
は
放
け
る
磯
は
攻
め

如
き
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
｡
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･.Jt轟
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S

鴬
嬢
の
轟
-
義
の
濃
集
は
搬
叢
草

書

有
線
薯

･我
義
手

*
′
ỳ
ブ
l
粁
鼻
汁

讐
tJ
あ
り
t
t
鼻
他
蒼
ざ
る
竃
の
托
杖
韻
臓
な
さ
鞭
農
A
J有
d

欝
托
鱒
Tt
勢
幣
他
線

も
の
に
も
中
嶋
で
あ
る
｡

■

-I:J
L

ll
lj∴
.

物

義
の
大
差

7
枚
為

義
零

下
号

町
善

し
｣
葺

真

言

'
義
托
畠

蔓

聴
蜜

あ
る
.

∴
･･･:･I･'
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小‥㌧
'

仰

義
の
宗

は
重
角
帯
A
J亀
し
･
与
の
韓
が
多
少
島
8
･音

響
竃
粁
暮

せ
鼻
各

肴
≠
蒼

を

ヽ rll

事 大 { .

轟の- 川 散は ナ (ヰ )

殆
ど
を

i
d
毒

を

央
雷
養
申
鱒
義
雷
-膏

を

噴
払

…
…
誠

紀

謂

:
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組

野

せ
i
h
払
.･書

取
蚤

鴫
野
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紙
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蔵
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幣

轟

し
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軸
尊
大
t
b

義
輝
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地

球

節

二
十

.[
笹

i小二
)班

〓

∵
へ

の
如
く
､
相
中
な
る
長
〃
形
を
=

L.し
､
稜
は
粗
刻
せ
ら
れ
て
多
少
九
昧
h
l枇
W
tS
で
居
る
｡

刷
拾
六
川
d
の
如
-
7
.両

排
紙
を
Lt
L
､
底
部
が
.t
に
:i
=
か
れ
錐
..-2
が
何
れ
も
丸
味
h
.帯
び
る
も
の
で
あ
る
3
3
;
北
他
ホ
規
11り
の
も
の
で
あ
る
0

以
1
4は
硬
の
火
照

の
形
状
で
あ
る
が
､
火
製
斗

･
餓
等
に
和
々
な
る
椎
鞄
が
あ
る
如
上

之
等
の
延
形
に
も
種
々
な

節 七 聞
'!?.F'"I'イi仙椎i','cr)たiIt確 り!'Lt物人)

る
墳
形
の
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
0

叫

凪
化
の
潔
し

か
ら
ざ
る
磯
は
以
上

の
如
く
芥
而
が
咋
両
的
例
屑
せ
ら
れ
て
撚

蝦
か
示

し
'
終
稜
は
多
少
九
味
に
粗
刻
せ

ら
れ
推
虹
を
増
し
て
居
る
C

之
等
の
惟
痕

は
問
版
節

一

版
弟
..囲

'
川

節

∴

聞

､
同

節
.4二
間
､
及
び
第
七
間
に
示
す

が

如

-
､

中
な
る
両
に
滋
も
良
-
銀
地
L
t
そ
の
多

-
は
利
詑

む
以
て
漸
次
力
を

入
れ
て
刻
し

た
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
之
等

の
轄
･id
は
均
様
で
な
-
､

部分
に
ょ
¢
そ

の
方
向
む
邦

に
L
lL
必
ず
し
も
そ
の
必
r,

川
じ
で
な
-
､
小
足
な
る
が
如

き
も
､
川



1
方
向
に
利
率
行
す
る
敵
組
の
不
運
椋
的
擦
痕
で
あ
る
O
之
等
の
擦
痕
は
革
在
る

SCratCh
で
､
何
等
魔
力
等
の
影

響
堅
ポ
ruず
､
従
っ
て

in
cip
ien
t
clev
a
g
e
d
u
e
to
sh
e
a
rin
g
or
glidin
g
の
痕
跡
を
留
め
て
居
な

い
｡
塵
は
軟

さ
砂
土
中
に
あ
る
が
七
秒
士
は
擦
痕
を
風
化
よ
-
保
護
し
た
る
も
の
で
､
磯
を
取
出
す
ほ
は
ハ
ン
マ
ー
を
用
以
ざ
れ

ば
不
可
能
で
あ
る
｡

(5)

(6)

(7)

以
上
の
形
状
及
び
擬
症
は

T
w
enhofet.W
.
H
,

C
otem
an
,
A
,P
.

Y
on
E
n
g
eln,
0
,D
.

等
の
述
べ
ら

る
～
氷
堆
石
の
特
性
と
蚤
-
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
｡

何

T
w

en
h
of
e

t一
W
.
H
･,

前

川

.

?
.

Cotem
an
,
A.
P.,

I
ce

ages,
N
ew
Y
o
r
k
.

m

V
on
En
getn
,
0

.a

.,
A

m

_J
ouT_
Sci
.,t
g

一
10-
)6L
g30.

線

括

以
上
の
如
-
督
地
方
の

60-
100m
高
度
の
丘
陵
地
静
の

fa
cette
d
a
n
d
stria
te
d
g

r
a
v
els
の
成
因
を
'
次

の
革
賓
よ
少
氷
河
堆
積
と
推
定
す
る
79
の
で
あ
る
｡

刷

磯
の
形
状
擦
痕
は
氷
河
磯
の
塵
式
的
特
性
を
有
す
る
事
｡

聞

砂
土
の
粒
度
組
成
及
び
砂
粒
の
性
質
が
氷
河
堆
積
の
そ
れ
に
近
似
し
､
他
の
堆
積
型
と
は
典
を
る
事
｡

囲

以
上
の
堆
積
物
は
'
屡
々
混
乱
的
ほ
堆
積
す
る
も
'
所
に
よ
っ
て
原
始
的
(in
cipient)成
暦
の
兆
候
聖
が
し

且
つ
互
は
移
過
す
る
轟
｡

北
上
川
脈
入
谷
附
近
の
P

r
o
b
a
b
l
e

g
ta
c
ial

d
e
p
o
s
it
s

に
就

て

芯

1
七



地

球

鮮
二
十

一
各

節

.I
挽

f

e

1
八

佃

磯
士
の
堆
積
物
の
産
状
は
'
惰
氷
河
現
象
'
地
上
父
は
構
造
的
鼻
動
を
受
け
た
る
澄
跡
夜
-
､
地
形
的

｡
地

質
的
ほ
も
償
氷
河
現
象
の
形
跡
夜

き
罫
｡

㈲

地
形
は
著
し

き
侵
蝕
の
結
基
現
在
に
於
て
は
必
し
79
'
塵
式
的
在
る
氷
河
地
形
と
艶
め
難
し
と
す
渇
も
､
多

少
の

restitusion
を
加
ふ
れ
ば
氷
河
地
形
と
認
め
科
可
き
事
'
殊
は
山
地
頂
上
に
近
-
N
ich
e

状
の
圏
谷
地
形
を

認
め
縛
る
事
｡

捕
筆
す
る
に
皆
わ
､
親
し
-
現
地
に
就

き
御
指
導
と
撒
水
の
研
究
方
針
を
閥
-
､
且
つ
本
稿
の
御
枚
閲
を
賜
-
た

る
小
川
琢
治
先
生

｡
高
橋
先
生
は
封
し
.
保
謝
の
意
を
捧
ぐ
る
｡

湖

底

堆

積

物

の

酸

素

吸

収

宮

地

侍

三

郎

湖
水
中
の
酸
素
瓦
斯
減
少
は
従
雑
考

へ
ら
れ
て
ゐ
ね
如
-
'
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
呼
吸
や
､
緩
慢
に
沈
降
す

る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
遺
骸
そ
の
他
の
腐
敗
物
質
の
分
離
よ
･9

79
､
む
し
ろ
湖
底
堆
積
物
の
酸
素
滑
費
に
負
ふ
所
が
大

き
い
や
う
に
恩
れ
る
｡
rJ
の
乙
と
は
湖
底
に
放
て
酸
素
の
著
し
-
減
少
せ
る
底
成
層

(Rqic
rostr
atia
cation
)
の
見

ら
れ
る
乙
と
'
酸
素
の
等
量
線
が
湖
底
に
杓
っ

て轡
曲
L
p
湖
底
に
接
し
た
水
は
同
性
皮
の
他
の
部
分
の
水
よ
-,Lも


